
13

交通環境対策特別委員会
と、まちづくり特別委員会
では、11月に先進地の行政
視察を行いました。
以下は、12月定例会初日

に報告された、委員長報告
の概要です。

浜
松
市
は
、
平
成
９
年
12
月
、

全
国
に
先
駆
け
て
オ
ム
ニ
バ

ス
・
タ
ウ
ン
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

計
画
内
容
は
、
バ
ス
の
走
行

環
境
の
改
善
、
交
通

施
設
等
整
備
・
改

善
、
利
便
性
の
向
上
、

社
会
的
意
義
の
高
揚

と
、
４
本
の
施
策
を

柱
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
５
年
間
の
成

果
・
課
題
な
ど
、
総

合
的
な
評
価
と
し
て

は
、
各
事
業
の
評
価

を
見
て
も
、
現
段
階

で
は
プ
ラ
ス
に
働
い

た
、
と
い
う
数
字
は
あ
ま
り
出

て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

市
域
全
体
の
中
で
バ
ス
乗
降
客

の
減
少
率
が
４
％
と
、
全
国
平

均
よ
り
も
少
な
い
こ
と
、
市
街

地
中
心
部
に
お
け
る
バ
ス
利
用

者
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
低

床
バ
ス
を
初
め
、
ハ
イ
グ
レ
ー

ド
バ
ス
停
、
バ
ス
利
用
者
に
対

す
る
駐
輪
場
の
整
備
な
ど
、
ハ

ー
ド
面
で
も
多
種
多
様
な
施
設

の
整
備
・
充
実
が
図
ら
れ
て
お

り
、「
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
」

に
関
す
る
施
策
が
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
満
足
度
の
ト
ッ
プ

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
効
果

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

視
察
時
に
、
委
員
会
一
行
も

試
乗
し
ま
し
た
が
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
一
環
と
し
て
「
ま

ち
バ
ス
　
く
・
る
・
る
」
の
事

業
化
も
図
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
、
障
害
者
に
優
し

い
都
市
を
つ
く
る
た
め
、
公
共

機
関
が
持
つ
根
深
い
課
題
の
克

服
と
、
し
っ
か
り
し
た
公
共
交

通
の
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
、

行
政
・
商
店
街
・
民
間
事
業
者

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
各
種
施
策
に
触
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

門
真
南
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
組
合
施
行
に
よ
り
、

平
成
７
年
度
か
ら
事
業
が
開
始

さ
れ
、
現
在
、
15
年
度
に
本
換

地
、
16
年
度
に
は
清
算
事
務
と

い
う
予
定
で
、
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

組
合
設
立
･
認
可
時
点
で

34
・
３
％
だ
っ
た
減
歩
率
は
、

市
内
他
地
区
と
比
較
検
討
し
た

結
果
、
現
在
、
22
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。

施
行
地
区
面
積
は
、
約
６
・

５
　
で
あ
り
、
門
真
南
駅
の
駅

前
広
場
と
し
て
７
８
０
０
平
方

■
を
確
保
し
、
本
地
区
の
東
西

軸
と
な
る
べ
く
、
都
市
計
画
道

路
を
広
域
幹
線
道
路
「
第
二
京

阪
道
路
」
と
ほ
ぼ
並
行
に
配
置

し
、
区
画
街
路
２
本
で
第
二
京

阪
道
路
と
接
続
さ
せ
て
お
り
、

公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
は
、
住

居
系
ゾ
ー
ン
に
３
％
ず
つ
配
置

し
て
い
ま
す
。

施
行
地
区
面
積
の
う

ち
、
事
業
施
行
後
は
、

公
共
用
地
の
面
積
が
２

万
５
９
３
１
平
方
　
、

宅
地
の
面
積
が
３
万
７

０
８
９
平
方
　
、
保
留

地
面
積
は
１
５
１
１
平

方
　
と
な
り
、
地
区
の

中
心
４
街
区
は
、
１
２

０
０
平
方
　
か
ら
６
０

０
０
平
方
　
単
位
の

「
ス
ー
パ
ー
街
区
」
と

し
て
配
置
し
て
い
ま

す
。

総
事
業
費
は
44
億
７
０
０
万

円
で
、
当
初
の
資
金
計
画
で
進

め
て
い
る
と
の
説
明
で
し
た
。

事
業
の
問
題
点
と
今
後
の
課

題
は
、
市
の
新
た
な
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
う
た
め
、
用
途
地
域
を
変

更
し
、
容
積
率
を
上
げ
る
と
と

も
に
、
土
地
の
共
同
利
用
に
よ

る
、
計
画
的
で
、
効
率
的
な
業

種
・
業
態
を
配
し
た
く
考
え
て

い
る
が
、
い
ま
だ
、
核
に
な
る

企
業
の
進
出
は
決
ま
っ
て
い
な

い
点
と
、
地
価
の
下
落
に
よ
り
、

保
留
地
処
分
価
格
が
、
計
画
時

点
の
設
定
に
比
べ
、
現
在
、
約

半
分
に
下
落
し
て
お
り
、
そ
の

対
応
策
に
苦
慮
し
て
い
る
点
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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議
員

循
環
型
社
会
形
成
に
向

け
た
動
き
の
中
、
こ
こ
数
年
、

数
多
く
の
法
律
が
成
立
し
て
い

る
。そ

の
う
ち
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
ゴ
ミ
の

分
別
回
収
の
方
法
を
改
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
を

開
始
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長

新
分
別
の
実

施
に
よ
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
総

量
に
対
し
て
、
容
積
で
約
25
％

の
減
量
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
混
乱
に
対
し
て
は
、

廃
棄
物
監
視
指
導
巡
回
車
が
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
法
に
定

め
る
国
民
の
義
務
と
な
っ
た
。

そ
の
推
進
に
向
け
て
、
デ
ポ
ジ

ッ
ト
制
度
と
ゴ
ミ
の
有
料
化
を

検
討
し
て
は
。

市
民
生
活
部
長

デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
種
々

の
問
題
点
を
考
慮
い
た
し
ま
し

て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
16
年
度
を

目
途
に
導
入
を
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
蕨
市
と
の
関
係
を
踏
ま

夜
間
の
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
郵
便
局
、
新
聞
販
売
所
、

銀
行
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
も
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
面
は
啓
発
活
動
を
続
け

て
い
く
が
、
地
域
を
限
定
し
た

条
例
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

独
居
の
高
齢
者
や
障
害

者
の
た
め
に
、
ゴ
ミ
の
回
収
等

を
支
援
す
る
、
ふ
れ
あ
い
収
集

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
生
活
部
長

実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

え
て
、
今
後
十
分
に

詰
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員

不
法
投
棄
対

策
の
現
状
と
、
ポ
イ

捨
て
や
歩
き
タ
バ
コ

禁
止
条
例
の
導
入
に

つ
い
て
は
。

ま
た
、
駅
や
ボ
ー

ト
コ
ー
ス
に
限
定
し

て
導
入
し
て
は
。

市
民
生
活
部
長

昼

議
員

医
療
・
福
祉
・
療
育
現

場
で
、
音
楽
を
通
し
て
知
的
・

精
神
障
害
児
者
や
痴
呆
性
の
お

年
寄
り
の
心
を
ケ
ア
し
、
身
体

の
機
能
回
復
を
促
す
効
果
を
上

げ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
音
楽
療

法
へ
の
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長

音
楽
療
法
は
、
口
、

舌
、
目
、
手
足
と
全
身
に
わ
た

っ
て
動
作
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
言
語
訓
練
、
脳
の
活
性
化
、

緊
張
感
を
高
め
る
、
意
欲
を
持

た
せ
る
等
の
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
健
康

福
祉
の
杜
の
機
能
回
復
訓
練
と

し
て
、
音
楽
療
法
士
が
作
成
し

た
メ
ニ
ュ
ー
に
基
づ
き
、
隔
週

水
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
大
き
な
声
で
歌
っ

た
り
、
タ
ン
バ
リ
ン
、
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
、
太
鼓
等
の
合
奏
や
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
足
踏
み
を

す
る
等
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
市
内
で
は
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
障

害
児
を
対
象
と
し
た
、
療
法
士

に
よ
る
音
楽
教
室
の
開
催
や
、

小
規
模
授
産
施
設
の
「
も
く
せ

い
園
」
や
「
ゆ
う
ゆ
う
」、
障
害

児
通
園
施
設
の
「
あ
す
な
ろ
学

園
」
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
15
年

度
に
実
施
予
定
の
「
転
倒
骨
折

予
防
教
室
」
に
組
み
入
れ
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽

療
法
士
の
養
成
や
普
及
啓
発
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
十
分
調

査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

議
員

西
部
地
区
の
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

バ
ス
（
西
循
環
・
美
笹
循
環
）

実
験
運
行
の
結
果
と
、
今
後
の

対
応
は
。

総
合
政
策
部
長

西
循
環
利
用

者
数
は
８
９
８
１
人
、
一
日
平

均
１
４
７
人
。
美
笹
循
環
利
用

者
数
は
４
８
６
０
人
、
一
日
平

均
79
人
で
す
。

朝
晩
よ
り
昼
間
時
の
利
用
者

が
多
く
、
利
用
の
理
由
と
し
て

「
埼
京
線
利
用
」「
通
勤
・
通
学
」

「
買
い
物
・
私
用
」「
通
院
」
の

順
に
な
っ
て
お
り
、
改
善
点
で

　　　　　　減量化減量化 
　　　不法投棄対策　　　不法投棄対策 
ゴミの減量化減量化と 
　　　不法投棄対策不法投棄対策は 
　　　減量化 
　　　不法投棄対策 

遠藤　英樹　議員 

音楽療法音楽療法 音楽療法音楽療法の取り組みは 音楽療法 

手塚　静枝　議員 

行政視察行政視察  
　レポート　　レポート  
行政視察行政視察  
　　　レポートレポート  
行政視察  
　レポート

交通環境対策交通環境対策

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

「ひと・まち・環境にやさしい、快適
な交通・生活の実現を目指すまち」

オムニバス・タウン｜｜｜浜松市

各
種
機
能
を
集
積
し
、

都
市
拠
点
の
形
成
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

ヘ
ク

タ
ー
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ルメ

ー
ト
ル

静岡県
浜松市

大阪府
門真市

一 般 質 問

▲ゴミの減量化にご協力を

▲じょうずに声が合っていますよ

▲浜松市役所にて

▲門真市役所にて

は
、
運
行
間
隔
、
終

発
時
刻
、
逆
回
り
な

ど
の
意
見
が
あ
り
、

全
体
的
に
実
験
運
行

全
般
の
満
足
度
は

「
ま
あ
満
足
」
が

60
％
を
超
え
る
結
果

で
し
た
。
来
年
度
の

本
格
運
行
を
10
月
と

考
え
、
十
分
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。




